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午前・午後 ８時３０分 

東郷町議会議長  井俣憲治 殿 

                東郷町議会議員 

                議席番号 ３番   氏名  新家光江 ㊞ 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問したいので通告します。  

記  

                            № ２－１  

質問事項  質  問  要  旨  答弁者  

 

１  ＡＥＤの普及

促進について  

 

 

ＡＥＤは２００４年７月から一般の人も使

用出来る様になった。  

心室細動を起こすと、１分経過する毎に救

命率が約１０％減少する、と言われており、

５分以内に電気ショックを与えるのが望まし

い、とされている。  

２００４年の販売台数は、約７４００台だ

ったが、２０１４年末までの累計で、約６３

万６０００台になり、急速に普及している。  

自然がもたらす災害とは違い、設置をする

ことで人命が救助できるＡＥＤについて、現

状、課題、今後の取り組みについて尋ねる。  

 

(1)  ＡＥＤの重要性の認識は。  

(2)  本町における現状はどうなっている

か。  

①   設置場所と数は。  

②  最近３年の使用回数は。  

③   町職員の講習会受講の状況は。  

④  小中学校における教職員や児童・生

徒等の受講状況は。  

⑤  貸し出し用のＡＥＤはあるか。  

⑥  町のバスには設置されているか。  

⑦   管理体制はどうなっているか。  

(3)   設置してある場所が定時外の時の使用

方法は。  

①   公共施設が休日等で施錠がしてあ

る場合はどうするのか。  

②   学校開放の時はどうするのか。  

 

 

町長  

担当部長  

 （注）要旨は、具体的に記載すること。
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２  空き家対策に

ついて  

 

(4)   今後の取り組みについて  

①   ＡＥＤ増設の計画はあるか。  

②   ２４時間営業のコンビニに設置する

考えはどうなのか。  

③   ＰＲの強化についてはどうするか。  

④   講習会の充実に関して、考えている

事はあるか。  

 

少子高齢化や核家族化等の社会情勢の変化

に伴い、近年、全国的に空き家が増加しており、

空き家対策は、早目に取り組むべきであると思

い尋ねる。  

(1)   現状について。  

①   本町においての把握件数はどうなっ

ているか。  

②   空き家調査はどのようにしたのか。  

ア 空き家台帳はあるのか。  

イ 空き家台帳には何が記載されて  

 いるか。  

③   地区の特性はあるのか。  

④   これから空き家になっていく確率は

高くなっていくと思うが、空き家条例

の制定等、どう考えているのか。  

⑤   空き家に関する町の相談窓口として

はどこか。  

⑥   担当窓口と他の部署との連携はどう

なっているか。  

(2)   空き家対策の対象としては、危険な空き

家と利用可能な空き家があると思う。それ

ぞれについて尋ねる。  

①   危険な空き家の対応について。  

ア 本町の対応はどうしているか。  

イ 固定資産税を軽減するとか、危険  

家屋解体費用の一部助成とか行う考  

えはあるか。  

②   利用可能な空き家の対応について。  

ア 本町はどのように考えるか。  

イ 「空き家バンク」の設置をしたら  

 どうか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
町長  

担当部長  

（注）要旨は、具体的に記載すること。  

 


